≪説明原稿案≫「特別活動リーフレット」プレゼンテーション用資料版

スライド１
　埼玉県教育委員会 北部教育事務所が令和８年３月に改訂した「特別活動リーフレット　『今こそ、特活!!』」について説明します。
　１ページ目は、上段に「特別活動の意義」等についての説明、中段には「特別活動の内容とその要点」の説明、下段には特別活動に関連した各種参考資料、関連資料が2次元コードでアクセスできるよう示してあります。

スライド２
　はじめに、1ページ上段の【特別活動の意義】等について。
現代は、「VUCAの時代」と言われるように、社会が急激に変化し、将来予測が困難な時代です。また、「誰一人取り残されない共生社会の実現」「社会参画意識の醸成」「登校児童生徒の急増」など、社会問題化している各種教育課題の解決が目指されています。
多様な他者と関わり合いながら、学びを深める特別活動が、それらの状況の中で、大きな役割を担っているといえます。

スライド３
　特別活動で育成を目指す資質・能力の視点は、「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」です。これらの資質・能力を高めることは、非認知能力を育成することと深く関わっています。そして、学級経営を充実させることにもつながります。埼玉県学力学習調査のデータ分析では「学級経営」がよいほど「主体的・対話的で深い学び」が実現しやすく、「非認知能力」「学習方略」を伸ばすと分析されており、特別活動の充実は、学力向上の一手ともいえます。
また、「自己指導能力」や「自己有用感」を育み，児童が互いのよさや可能性を発揮し，よりよく成長し合えるような集団活動を特質とする特別活動は，生徒指導の充実と深く関わります。生徒指導提要に示されている、生徒指導の実践上の４つの視点「共感的な人間関係の育成」、「自己存在感の感受」、「安全・安心な風土の醸成」、「自己決定の場の提供」は、特別活動の特質と関連深く、特別活動の充実は、いじめや不登校等生徒指導上の諸課題の未然防止の一手であり、発達支持的生徒指導そのものであるといえます。

スライド４
変化の激しい、答えが一つでない世の中を生き抜く力を育むためにも、「今こそ、特活!!」。
「特別活動の実践」が学級経営の充実につながり、「魅力ある学校づくり」を推進します。
特別活動の内容は、「学級活動」、「児童会活動」「生徒会活動」、「（小学校のみですが）クラブ活動」、そして「学校行事」です。



スライド５
　学級活動は（１）、及び（２）（３）の特質の違いを踏まえ実践することが大切です。
学級活動（１）は児童生徒が問題を発見した後、「共同の問題」を選定し、「自分もよく、みんなもよい」ことを皆で折り合いをつけ、集団として「合意形成」する学習であり、「自治的能力」を育成することにつながります。
学級活動（２）（３）は、教師が「共通の問題」として題材を設定し、集団思考（話合い）を生かし、自己の課題に対する解決方法や努力目標を一人一人が「意思決定」する学習で、「自己指導能力」や「自己実現」につながる資質・能力等を育成することにつながります。
どちらも、学校としての学級活動の積み重ねや小学校、中学校の接続を意識することが大切です。

スライド６
　児童会活動、生徒会活動は、児童生徒が学校生活の充実と向上を図るための諸問題の解決に向けて、計画を立て、役割を分担し、協力して運営することに自主的、実践的に取り組むものです。
クラブ活動は、児童が共通の興味・関心を追求する集団活動の計画を立てて運営することに自主的・実践的に取り組むものです。
　児童会活動、生徒会活動、クラブ活動は、教師の適切な指導の下に、児童生徒の自発的、自治的な活動が効果的に展開されるようにすることが大切です。
　学校行事は、学校又は学年の児童生徒で協力し、よりよい学校生活を築くための体験的な活動を通して集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神を養うものです。感動する本物の体験等を通して、学校の文化や伝統を創る学びをつくることが期待されます。

スライド７
　2ページ目は、学級活動（１）【学級会】の充実に係る手だてやポイントを示したものです。学級活動（１）は、学級や学校生活の充実と向上を目指して、児童生徒が自ら課題等を見出し、その解決方法・取扱い方法などについて、合意形成を図り、協力して目標を達成していくものです。したがって、日々の学級経営の充実と深く関わる活動と言えます。

スライド８
【目的の明確化】【事前の活動を充実し、問題意識を高める】というポイントについて。
「何のために学級会を行うのか？」を明確にすることが大切です。その目的意識を、事前の活動の中で「提案理由」や「話合いのめあて」の整合性をつけ明確にすることで、学級会での話し合いを深めることができます。
児童生徒が、学級や学校における生活上の諸問題を見出せるように、事前の指導支援を充実させることが大切です。提案理由をまとめる際には、①現状の問題点、②考えられる解決の方法、③解決後のイメージでまとめる工夫が考えられます。
学級活動コーナー等に事前に出された意見を提示しておき、共通理解を図っておくことも効果的です。

スライド９
　【望ましい議題】【合意形成のプロセス（例）】というポイントについて。
　学級活動（１）では、「多くの児童生徒が早急な解決を望んでいる議題」、「学級内の問題で、学級全員が協力しなければならない議題」などが望ましい議題の条件として考えられます。一方、「個人情報やプライバシーの問題」や「金銭の徴収に関わる問題」などは、適切な議題ではありません。
「合意形成」をするためには、異なる意見をお互いに理解し合った上で、合意点を見付けることが大切です。合意形成のプロセスの例として、「意見を合わせる」「優先順位を決める」などが考えられます。安易な多数決をしないで、少数意見を尊重し、様々な意見のよさを生かして、みんなが納得できるようにすることが大切です。

スライド１０
【解決（納得）する話合い】というポイントについて。
児童生徒の発言が「つながる」ことで、話合いが深まります。例えば、理由を発言すること、質問すること、賛成や反対意見を述べること、級友の発言に寄り添う言葉がけをすることなどが、「つながり」をつくる発言であるといえます。話合いではそれぞれの意見を尊重し合い、「聴き合うこと、分かり合うこと」が非常に大切です。一つ一つの意見を大切に受け止めること、小学校高学年や中学校段階では、出された意見の背景にある相手の立場や考え方を理解しようとすることが大切です。それぞれの意見を聴き、分かり合っていく中で、「自分にとっても、みんなにとってもよい」ことを見つけ出すような話合いが望ましい話合いといます。

【“主体的な学び”を学級活動（１）「学級会」で実現する】について。
「振り返り」や「教師からの言葉がけ（フィードバック）」が重要です。具体的には、めあてや目標に対して、児童生徒が自己評価（振り返り）をする場面を充実したり、教師として、一人一人の児童生徒が、どのように取り組み、どのような成長が見られたのかを把握し、適切に言葉がけ（フィードバック）したりすることが考えられます。

スライド１１
　３ページ目は、学級活動（２）（３）の充実に係る手だてやポイント等を示したものです。
学級活動（２）は、現在の自分の課題を見つめ、自己の成長のために、自分に合った具体的な解決方法や目標を意思決定し、自発的、主体的に実行することができるように「自己指導能力」を育てます。
　学級活動（３）は、現在および将来にわたってよりよく生きるために、自分に合った目標や具体的な方法を意思決定し、なりたい自分を目指すことができるような「自己実現を図る力」を育てます。
学級活動（２）（３）の実践上のポイントとしては、「年間指導計画に基づく実践を行うこと」、「事前の活動を充実すること」、「自己の課題が確認でき、問題意識を高める資料等の活用すること」、「集団思考を生かせるようにすること」、「具体的な実践方法等を、児童生徒一人一人が意思決定できるようにすること」、「決定したことを実践・記録し、ふりかえり、教師等からのフィードバックを得ることで、実践意欲の継続化、日常生活での意識化できるようにすること」などが大切です。

スライド１２
【学校全体で特別活動を推進するために】というポイントについて。
各校で特別活動を推進している特活主任の皆さんから聞き取った「校内で特別活動を推進するポイント」を示しております。学校の組織力を発揮し、学校全体の取組とすることが大切です。授業実践等を見合い、語り合う「職員室風土」が特別活動推進の土台です。

スライド１３
【特別活動推進の効果】というポイントについて。
特別活動を推進している学校の先生方から聞き取った「特別活動を推進したことでの子供たちの成長の姿等」を示しております。
「人の意見を聴いて、その意見を取り入れて自分の意見を言える様子が見られるようになった」「他教科でも友達の意見を聞いて、他の友達の意見とのつながりを気にしながら発表できるようになった。授業の中で学習内容を深める「意味のあるつぶやき」が多くなった」「自分たちでやってみよう」「自分たちでやってみたい」「みんなのためにやってみたい」という意思や意見がたくさん出るようになってきた」という文言から、特別活動推進の効果の実感を感じ取れます。
また、「埼玉県学級経営リーフレット」に係る質問紙調査からは、「児童生徒の望ましい人間関係」が顕著に向上ことがデータでもわかります。
特別活動が推進されることで、「多様な他者との対話や協働」が充実し、「支持的風土の醸成」「当事者意識、参画意識の向上」「他教科授業との往還」が図られたことが読み取れます。

